
原子力・放射線部会 

令和 3 年度 4 月例会レジュメ 

日 時 : 2021 年 4 月 28 日(水)18:00~20:00 

場 所 : web 会議システム teams を利用した web 講演会 

講 師 : 石川 秀高（いしかわ ひでたか）氏 （藤田医科大学客員教授） 

演 題 : 「チェルノブイリの今（事故関係のおさらいと経過」 

参加者 : 98 名 

講演概要 

チェルノブイリ原発は 1986 年 4 月の事故より約 35 年が経過するが、事故と環境汚染の

状況・密閉管理用の石棺建設とその後の新シェルターの建設、燃料溶融物（FCM）取出し

の現状と今後の課題等について講師に概説頂いた。 

 講演は講師とチェルノブイリとの関わり、チェルノブイリ事故後の国際プロジェクト、

チェルノブイリ事故や事故後のおさらい（事故原因と反映・波及等）、燃料含有物質（FCM）、

ICC 日本プロジェクト、長期安定化、チェルノブイリ・スタッフの街といった項目で構成

されている。 

 


